
一13一

対話型アタ処理その1

文字列を使ったコｰドによるデｰタの選択

吉井守正(鉱床部)

MorimasaYos且II

1はじめに

筆者の所属する鉱床部にある横河ヒュｰレット･パッ

カｰド社製20型(Y且P-9820A)卓上電子計算機は手興な

会話型機として多くの人に利用されてきた.この計

算機用のプログラムについては数年前に本誌“電卓

シリｰズ"(第275,276,277,282号)の中･で紹介したので

ご記憶の方もあろうかと思う.

さて地質調査所カミ筑波学園都市に移転した機会に

9820Aの上級新型機であるYHP-9845Tが導入された.

この計算機はやはり卓上型ながら本格的匁会話型計

算機としての機能を備えている･すなわち同社固有

の拡張BASICを言語とし約180キロバイトのメモリｰ

規模をもち文字と図形が画面に写し出される陰極線管

(CathcdeRayTube)感熱式プリンタ2台のカｰトリ

ッジテｰプレコｰダｰを標準的に装備している.さ

らにプロッタやディジタイザとの接続により多方面の

赤川が期待されて楽しみな計算機である(第1図).

そこで筆者は早速これまで9820A用に作ってきたプ

ログラムの中からとくに人気の高かった主とし七岩石

用化学分析デｰタの処理プログラムを9845丁用に書き

改めることにした.その基本的な部分について紹介し

よう.

･2コｰドの設計

われわれが行うデｰタ処理では計算機のメモリｰに

収められた多量狂デｰタの中から必要なものだけを任

意に呼び出して処理するという場合が一般的である1

これを確実で能率的に行うやり方としてデｰタに分類

コｰドを付けておきそのコｰドに従ってデｰタを選択

する方法が9820A用プログラムで使われ好評だった.

これについては本誌第282号でも紹介した｡9845丁用

プログラムでもこの方式を引き継ぐことにした.

9845Tでは数値のほかに文字もデｰタとして扱える

いわゆる文字列機能をもっているのでコｰドにもこれ

を採用した･今回はその改良点を中心に述べよう.

デｰタを処理する操作のあらましを第2図に示す.

デｰタに付けるコｰドは目下のところ10文字の文

字列から構成されておりこれをつぎに述べる4つのサ

ブコｰドに分けて使うのを標準としている･つまり第

1文字を第1サブコｰド第2文宇目以下は3字ずつ

始め

テｰプのファイル

名の棉定

磁気テｰプ

テLタの

読み取り

コｰドの

拐定

テLタの遁し番号

用計数器

��

デ_タのコ_NO(除外)

ドが指定範囲内

�

YES(採用)

テLタの処理

(サブ)トチン)

丰

デｰタ数>1

�

�匀

第2図

デｰタ処理プ

日グラムのあら

まし

���

このプ目グラ

ムには終りがた

い.カｰトリッ

ジテｰプの容量

が計算機の容量

とほぼ同じ危の

で目下のところ

は全部のデｰ

タを一度に計算

機に読み込むよ

うにしてある.

第1図会話型の新鋭卓上電子計算機YHP-98{5T�



一14一

策1表ASCII文筆コｰドのおもなもの
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第2表著者が試作した

地質時代コｰド

コｰド地質時代
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Plioceneコｰドの第1字目がASCIIコ

ｰドの順に配列されている.

偬����攀

(ただし2字飛び)あとの2文

Holocene字がその時代名の略号と読める.

筆者のシステムで使う文字だけを掲げた.点線で区切られた文字の間に

は記号がはさまれている.コｰド番号は10進数表示のものだけを示した.

3つに区切ってそれぞれを第2第3第4サブコ

ｰドと呼ぶことにする･その!例を示す･

コｰド31ABC14GHlb5M

サブコｰド1234

これに使われるのは数字(0～9)アルファベットの

大文字(A～Z)と小文字(･～･)である.原理的には

このほかに記号も使えるのだカミ記号の中には計算機

に対するコマンドになっているものや筆者の方式で特

別た意味をもつものがあり一般には使用を避けていた

だきたい.

4つのサブコｰドはデｰタの性質とにらみ合わ世て

任意に分類の定義をしてよい･たとえば岩石試料など

の場合は産地地質時代岩質などというような分類

項目が考えられる.この場合たとえば地質時代なら

古いものから新しい方へ火成岩の岩質匁ら苦鉄質から

珪長質へといった具合に一定の順序に従ってコｰドカミ

配列されるようにするのカミポイントである･

文宇の序列は計算機の場合いわゆるASCIIコｰ

ド(AmericanStandardCodeforInformationInterchange)

によって定められている.そのおも在ものを第1表に

示す･文字がASCIIコｰドの上で値をもっているわ

けだから文字や文字の組同士が“大小関係"をもつと

考えてよい.筆者の作った方式では“."を最少値“～"

を最大値としてASCIIコｰドの値がこれらの苗に

はさまる文宇を使う･す在わち･

･<O<･…･･<9<A<……<Z<a<一一<z<～

という関係になる｡もしサブコｰドの一部だけ使うよ

うなときは右寄りのサブコｰドだけを使うことにして

使わない文宇は“･"で埋めておく｡つまりつぎのように

1.｡.1〕≡(I壬.1.5M

として宇数だけは10文宇にしておく･空きの部分に

スペｰスを使いたいところだがあとで4つのサブコｰ

ドに分解する行程で支障があるので使えない(こまかい説

明は省略する).

これら10個の数宇と52個のアノレファベットを使うな

らばコｰドのヱ文字について62通りしたカミって3文

字から構成されるサブコｰドの種類はじっに

623二238328

もの種類に及ぶ･つまり24万通り近い分類が3文宇

で可能となる.

一般にはひとつの事項をこれほどまでに区分する必

要は起きないであろう･そこでこの3文字を少しぜい

たくに使いその代りにサブコｰドを略号としても読み

取れるように工夫すると便利である.

その考えを入れて地質時代についてのサブコｰドを

試作したので第2表に示す.最初の文字のASCIIコｰ�
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入口

指定コｰド用数表

C1$(Io,Jo,Ko)の＼

初期設定､､

コｰド組月計数器Io=1

サブコｰド用計数器Jo=1

FRM,T0用計数器Ko=1

サブ

コｰドの入力

入力YES

文字が1]1

�

丰

入力された

字数を計算

Jo〉1YES

�

乏

3字に足りない分

だけ.'･'1を文字

の前に付加する

IO=1～9について

C1$(Io,1,I)=11･1,

C1$(Io,1,2)=1,～11

�����������

C1$(Io,2-4,2)=11～～～1,

･･一1で1妻::l1皿二1

…1で!妻1:l1仁二J■

をC1$(Io,Jo,Ko)の

配列要素へ入れる

字数=0YES

�

丰

11･,1を入れる

さらに第1字目はアル

ファベットが2字飛びにし

てある.これはあとか

ら項目の追加ができるよう

に“味"を残したもので

ある.このようにサブコ

ｰドを定義するときは文

字を少し飛ばして余裕を

もたせておき将来起きる

かも知れない追加や変更

に備えるのも設計のコツで

ある.

これまでの実例からして

もコｰドの良し悪しが

あとからのデｰタ処理の能

率に大きく影響することが

ある.だから少し時間を

かけてでもデｰタの内容

をよく分析して周到たコ

ｰドの設計をすることを

おすすめする.

��漫�

��漫�

YESKoチ2一…/妻;:蝸M

乏

YESJo〈4

�

丰

人カ

ゴ'ドは0Kか?

あ■〕(Y),なし(N〕

(入力や1〕なおし)NO入力

文字が11Y'1

�

�匀

��丰

�

�匀

コｰド

の組の追加は?

あリ(Y〕,なし(N)

��漫�

識別用数表YES入力

C0$(1･)･11Y"さ持芦字が

乏

出口

第3図コｰド指定の行程

使用老が指定したコｰドは三次元配列C1$(Io,Jo,Ko)に収められる.一度指定したサブ

コｰドを取り消してそのサブヨｰドを無視したいときは“一"を入れる.

入力するサブコｰドの字数が規定の数に足らないときは計算機が文字を右つあにして空き

間に“･"を打つ.

ドの値が下へ向って大きく在りそのサブコｰド全体の

ASCIIコｰドの値も下の方に大きくなる.これで計

算機用の序列カ淀まる･そして2字目からあとの2文

字は時代名の略号としても読める仕組みになっている.

3コｰドの指定

コｰド付きのデｰタは

入力用のプログラムによっ

て計算機のメモリｰへ入れ

られさらにテｰプのファ

イルにレコｰドされて保存

される･これらの行程に

ついては改めて執筆しよ

う.ここでは必要とす

るデｰタをコｰドによっ

て呼び出す操作について説

明しよう.

デｰタを処理するプログ

ラムにはデｰタのコｰドを

指定する行程があり使用

者は4つのサブコｰドを

入力する.その際に各サ

ブコｰドとも任意の範囲を

指定できる.計算機が

CRTの画面を通じて質

問して来るので“FRM"(from)でASCIIコｰド上小

さい値となる方のサブコｰドを入力し“TO"では大きい

方のサブコｰドを入れる･

さきほどの地質時代の例ではたとえば三畳紀から白�
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1目i筍11=一コｰヨi=Fl=1目1回=1TO君

ユ垣一日HE封丁1日

1喧言回F口Ri壇昌1T〔■筥.
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ユｰ=1目=F旧TH田川以I目{1:≡1'･1:

一F』画=1THEH01辛(工藺,1,呈コ=■■曲

1FJ垣}1THEH01毎{I藺,J目,1}冒'I...1■

"如一F』帥1THEHl:1拭工目,畑,星コ=1'}{''

〔口π1I1コ仁呈

L=LEH=1=1#1=I日,､

1;=畑=11:11:1111E::l1手1…㍑1言

王1EEF

工寺目目〔一=lT口I`=1〔

ユ斗1目L;一ヨｰL

ユ斗帥1:1年I=]目｡J垣,}帥･βlPT年11■1,1I.L}1主〔1i章卓10,

叩工HTし一昌川〔工1丁目;1:1i章1:工目,畑,l1伽

ユ斗斗目HE国丁峠垣

ユｰヨ目戸良IHT｣.1昌:H1;1工冒目

ユ斗帥個

ユ斗7日PRiHT

]HFLlT一'1二1コIlE〔1甘月I1'マ(廿,H}11!三専

一F～章='I-1｣一一THEH1日4日

=F三虫=一,H-lTHEHi一=亡■■｣

ユヨ1目喧EEド

ユ日量目I;I=lT1コ

エF一目='ヨTHEH1日置目

ユ5軸工HF■｣下一一川戸L■丁目Hl:lTHERP円:Rl=lFlI1王1E帥い一■1)11,仁鮎{I帥

i5百日工F口回皇1=I冒:一く}II､.■一THEH

FR-HT■■･一一1:lRI-

HE=･=丁工垣

胃ETl_■RH

第4図コｰド指定行程のプログラムリスト

この行程はサブルｰチンにたっている.

ラベルICod量は指定コｰド用数表の初期設定の入口

ラベルICodはコｰド指定の入力行程の入口

亜紀までを指定するときには

��伀

協��

という具合になる.このようにして第1サブコｰド

から第4サブコｰドまでについてそれぞれ範囲を指定

する･各サブコｰドを入力した結果はたとえぱつぎ

のようにディスプレイされる.

�㌴�

��但前���但前�

�協��������

上のようだ第1サブコｰドから第4サブコｰドまで

の組を“コｰドの組"と呼ぶことにしよう･コｰドを

指定する行程ではこのコｰドの組を同時に9組まで入

力できる.つまりひとつのサブコｰドに対して飛び

飛びの範囲が指定できる.地質時代のサブコｰドの場

合は実際にこのよう狂指定が行われるかどうか疑わし

くて適切な例とは言い難いカミ単なる1例として掲げ

ると

��伀

第1組DORJDE

第2組STRYCR

第3組hOLkMI

といった指定カミ9組までできる.

処理のプログラムは第2図で見るとおり

終りカミなく全部の処理が完了するとコｰド

指定の行程へ再び戻る.したカミっていま述

べたコｰドの組は処理を反復すれば理論

的には無限に追加指定できることになる.

もしデｰタをサブコｰドに関係たく

呼び出したいときは第1サブコｰドでは

第2サブコｰドから第4サブコｰドでは

��　

と指定する.これでそのサブコｰドの全範

囲を指定したことになる･

このようた使用例は実際には多いのでメ

モリｰの数表にあらかじめ“一(…)"や“～

(～～～)"を入れておき使用者が文字を

入れないでプログラムステップを進めるキ

イを押すとこれらの記号がそのまま数表

���

入口

触誰適し番号

��

(除外､YEs番事易蒜</蕊搬㌘琴㌦

姦喜一鱗11ギ

コｰドの組用

言十萎辻署睾Io;1

���

鉱工苧/･舳1秒,/･1)

//C1窃(1｡)>C11(1｡,1｡,1)

サス靴､指YES1｡一1｡十1

足された範囲外

か?指定されたYES

トH,s･･ト鱗叩$(ヅ

J｡く4NO(除外)

よ｣1繁

丰

出口.

第5図コｰドによるデｰタ逮択の行程

デｰタに付いているサブコｰドはCd$(1～4)に使用老が

指定したサブコｰドはCユ$(Io,Jo,1～2)に入っている.指

定されたコｰドの組が続くときにはCO$(Io)に“Y"が入れら

れる.�
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工旨斗昌

11…旧国

1;≡噌昌

11…1ア日
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1'ヨ1…旧

11ヨ.抽

F1二1R工品1π1…;1=1:1ユ1:1

I･FHl:1車1111■:11[1,1コ=11-lI↑HEH冊

1二`1坤11111:1筥N1･1幸11工､21:1[1■]

1二:d幸11:21:1･Hl･1車1::I,三:1叫斗]

I=:d幻1:ヨ111･トll:1削I,凄1:1[ヨ“]

〔:1ヨ泰1:1斗::1=Hl:1幸1:lI,量::1[:≡1]

Fl〕1;11工垣≡iT〔1景

Flコ1;;lJ目=･1T1二1斗

工F'==1=:1一年11岬::1く1二:工華1:1畑,畑,ユカけlR

ト,E:手11TJ田

1=≡1コT[1FI〒I=』=

IF1二1目幸1二I臼:1く1:･11Yl■THENR1:1

卜,E:吋TI噴

門1=』:11;1二1'1…;L1正;ト11=I帖

1;1二11…;1｣正1円帥

月1ヨ1ト姫1･1:丁工

==I二:雌1=1J帥1:･1二11車1:lI冒,J目,;111::1

THEト,工冒5日

第6図デｰタ選択行程のプログラムリスト

“Pick"というラベルの付いたステップが狭義のチｰタ

処理サフルｰチンヘの出口

に残る仕組にしてある.

コｰド指定の行程の流れ図を第3図に

ムリストを第4図に示す･

そのプログラ

4デｰタ選択の行程

指定されたサブコｰドは(9,4,2)の規模をもつメ

モリｰの数表C1$(I｡,J｡,K｡)に入れられる(第4図).

この数表の配列の要素はI｡カミコｰドの組番号J｡カミ

サブコｰドの番号K｡は1がFRM2がTOに対応す

る.

一方デｰタに付いているコｰドは4つのサブコｰ

ドに分解される･その上でそのサブコｰドが指定さ

れた範囲内にあるかどうか判断される.判断は当然

ASCIIコｰドとしての大小関係による･この行程の

流れ図を第5図にそのプログラムリストを第6図に示

す.

10文字で構成されているコｰドから4つのサブコｰ

ドを割り出すには文字列から副文字列を得る機能を用

いる･デｰタのコｰドはNo$(I,2)という数表に

入れられている.コｰドの10文字を第1サブコｰドか

ら第4サブコｰドに分けてそれぞれをCd$(J｡)とい

う数表に収める操作のプログラムは第6図にもあると

おり

Cd$(1)=No$(I,2)〔1,1〕

Cd$(2)=No$(I,2)〔2,4〕

Cd$(3)=No$(I,2)〔5,7〕

Cd$(4)二No$(I,2)〔8〕

となる.こうして4つの数表に収められた

ひとつの

デｰタカミもっているサブコｰドと使用者に指定されて

C1$(I･,〕｡,K｡)に入いっているサブコｰドとをひと

つひとつ比較する･これらの行程は筆者の作ったシ

ステムの心臓部とも言える部分である.

デｰタの選択に対してサブコｰドの指定範囲(FRM,

TO)は論理上は｡rで結ばれ4つのサブコｰドは互

いにandの結合になっている.またコｰドの組は｡r

で連結されている.このようにこの行程は一見複雑

そうに思えるカミ実際には流れ図やプログラムリス

トで見るとおりI｡とJ｡の2個の計数器を回してル

ｰプ処理しているだけである.

5デｰタ処理のサブルｰチン

使用者のコｰド指定と合致して選び出されたデｰタ

は処理行程へ移る｡9845丁用のプログラムではこの処

理行程は一般に選択行程のサブノレｰチンになってお

り主プログラムから分岐して選択されたデｰタにつ

いての一連の処理(計算処理や図示などの出力)をして再び

主プログラムヘ戻る.ノルム計算を伴うプログラムの

場合でもノルム計算自身はデｰタ処理の一部に過ぎ

ないので同じようにサブルｰチンになっている.

筆春のプログラムではこれら狭義のデｰタ処理行程

をサブルｰチンとして主プログラムに付加しているだ

げなのでこの部分を入れ換えることにより種々の目

的の処理ができる.そしてコｰドの指定など使用

者がキイボｰドから行なう操作の;主要な手順かつね

に一定になるのでそれだけ使いやすいことにもなる.�


